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小売業向けの滑りによる転倒防止ツールの開発
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平成 17年に転倒は労働災害における事故の型の

ワーストとなってから 10年以上が経過した。この

背景には労働災害全体の件数が減少しているにもか

かわらず転倒件数がほぼ横ばいであることが一因と

考えられるが，この横ば、いとなっている要因である

産業構造の変化にともなう第三次産業の就労者数の

増加にも着目する必要があると言えよう。乙のよう

な中，厚生労働省は iSTOP!転倒災害プロジ、ェク ト」

を開始する等，行政としても転倒災害防止を喫緊の

課題と捉えている。また 第 12次労働災害防止計

画(平成 25 年度~29 年度)における重点施策と

して第三次産業の中でも小売業，社会福祉施設，飲

食庖を重点業種対策に指定し，転倒災害の多さに警

鐘を鳴らしている。とりわけ小売業では全労働災害

に占める転倒災害の割合が 34%と全業種の約 20%

に比べてかなり高く ，転倒対策を最優先としなけれ

ばならない状況にある。しかしながらスーパーマー

ケッ ト等の小売屈における労働災害防止への意識は

低く，加えて営業時間の長さ，従業員全員が顔を揃

える機会がないこと，非正規従業員(パート， アル

バイ ト等)に依存していること等の理由により，他

業種に比べて安全衛生教育の推進には多くの課題が

ある。

筆者らは平成 25年度から小売業の中でも庖舗の

規模によらず施設形態が類似しているスーパーマー

ケッ トに焦点を当て，転倒災害防止に向けた対策

ツールの検討を進めてきた。ツールの開発に当たっ

ては複数企業の築年数や面積，複数業態が混在する

庖舗を対象とした現場視察および従業員ヒアリング

を通じ，労働災害防止への取組み状況や業務オペ

レーションの特徴などを把握することを重んじた。

その結果，企業単位で見ると転倒は頻発災害なのだ

が，庖舗単位ではほとんど発生していないため，従

業員の転倒防止に対する意識が低いこと，顧客サー

ビスや食品衛生に関する規則は整備され，遵守され

ているのだが，転倒防止に関する規則や活動(特に

パックヤード床面の濡れや油汚れの排除，段差解消，
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適切な照度確保など)がおろそかなことが共通傾向

として確認された。その他にも，本社安全衛生部門

の担当者から転倒防止に関しては経験や社内規則が

ないため，何をするべきかが分からないとの回答が

多かったととが特徴的であった。

このような実態を踏まえると，スーパーマーケッ

トにおいて滑りによる転倒防止を図るにはそのまま

使える対策実践マニュアルのようなものを用意しな

ければ活用されないと判断し，パンフレット「スー

パーマーケット庖舗内の滑りやすさマップ滑りに

よる転倒災害を防止しましょう!Jおよび映像教

材 「滑りによる転倒災害を防止しましょうJの2つ

を作成し，安衛研のホームページ、上に公開した。前

者のパンフ レッ卜は実際のスーパーマーケット庖舗

内の 12場面で測定した静摩擦係数に応じて 3段階

の「滑りやすさ」を判定し，各場面の滑りやすさを

解消するための情報を例示することで，対策と して

活用しやすい内容とした。後者の映像教材は，滑り

による転倒への理解を促すため，滑りの危なさ，床

面からの対策，耐滑靴による対策の3編から構成し，

全てを合わせても 10分程度の視聴で、滑りによる転

倒災害の防止への意識付けと最低限の知識が得られ

る内容にした。とれらは現場のニーズを考慮してい

るが，あくまで研究シーズとしての発信である。今

後はこれらツールの周知だけでなく ，スーパーマー

ケット等の現場に有効なツールとなり得ているの

か，滑りによる転倒災害の減少につながるのかを検

証することが謀題と考えている。
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